
Ⅰ．　は　じ　め　に

　広島県の第 2次がん対策推進計画では，全体目標
のひとつとして，がんによる死亡者数の減少を掲げ，
具体的には平成 23 年度から 5年間で 75 歳未満のが
んによる年齢調整死亡率を 10％減少させることを数
値目標としている。がんによる死亡者を減少させる
ためには，がん検診によりがんを早期に発見し，治
療することが有効であり，国が定める指針に基づい
た方法でがん検診を実施するとともに，効果の高い
がん検診を実施するための精度管理が重要となって
くる。
　現在，県内の市町では，厚生労働省が定めた「が
ん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」
に基づき，死亡率減少効果を示す科学的根拠がある
検査方法として推奨する，胃がん，肺がん，大腸が
ん，子宮頸がん及び乳がんの 5種類のがん検診を実
施している。検診の実施に当たっては適切な方法及
び精度管理の下で実施することとされており，市町
及び検診実施機関が精密検査の受診結果を確実に把
握することが必要である。このことから，広島県地
域保健対策協議会では，県内のがん検診・精密検査
の精度の均てん化，また，市町における検査結果の
把握・データ管理の利便性の向上などを目的に，1
次検診及び精密検査結果報告書等標準様式の作成に
ついて，取り組みを進めている。
　平成 22 年（2010 年）度には，先行して乳がん及
び子宮頸がんに係る標準様式を作成した。この標準
様式によって，県内の市町に検診およびそのデータ
管理に関する周知が行われ，個別検診において未把
握率の改善が認められる等の効果を得ている。

胃がん大腸がん検診推進ワーキンググループ

（平成 26 年度）

胃がん大腸がん検診推進ワーキンググループ報告書

広島県地域保健対策協議会 胃がん大腸がん検診推進ワーキンググループ

委 員 長　岡島　正純

Ⅱ．　胃がん大腸がんの標準様式の作成

　今年度は，胃がんおよび大腸がん検診に係る標準
様式を作成することとし，胃がんについては胃部 X

線検査および胃内視鏡検査，大腸がんについては，
便潜血検査に係る 1次検診結果票様式，精密検査紹
介状及び精密検査結果票様式について，検討を行っ
た。
　結果，「胃がん検診（胃部 X線）及び精密検査結
果報告に係る報告様式」（標準様式 1），「胃がん検診
（胃内視鏡）及び精密検査結果報告に係る報告様式」
（標準様式 2）および「大腸がん検診及び精密検査結
果報告に係る報告様式」（標準様式 3），の 3種類を
完成させ，それぞれの様式に係る使用方法を参考と
して添付した。
　これらの特徴として，市町及び検診実施機関など
が精密検査結果を把握しやすいよう，1次検診結果
票様式については，一次検診実施機関控，市町控，
本人交付用の 3枚複写，精密検査結果票様式につい
ては，精密検査実施機関控，一次検診実施機関控，
市町控の 3枚複写となっている。
　なお，作成した標準様式については，広島県から
各市町に対し情報提供を行い，様式の普及に努めて
いる。

Ⅲ．　今後に向けて

　今後は，子宮頸がん及び乳がんとともに胃がん，
大腸がん，の標準様式について一層の普及と必要な
改正等様式の管理を行うこと，さらに未整備の肺が
ん検診の標準様式作成の援助を行っていく。
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